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研究成果の概要（和文）：本研究は国内において、千年単位で長期的に持続した居住環境を〈千年村〉と名付け
その位置を地名学から抽出し、実地調査によって持続要因を分析し、長期持続に貢献する評価方法を開発するこ
とを目的とした。
成果として古文献に記載された地域名をもとに約2800もの〈千年村〉候補地をプロットし、その成果をマップと
してネットで公開した。また関東、関西において200近くの同候補地を訪れ、さらに地形環境の違いごとに詳細
調査を行い、持続の要因を検討した。その結果〈環境〉〈地域経営〉〈交通〉〈集落構造〉の4項目による地域
評価リストを公開提案し、それに基づいて地域が持続していることを認証するシステムを構築し公共に与した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop an evaluation method that 
contributes to long-term sustainability, by extracting the position of Village considered last over 
a thousand years in Japan from the geographical name, which we called "Millennium Village", and 
analyzing sustain factors by field survey.
As an outcome, about 2,800 places are plotted, which considered as the candidate of "Millennium 
Village" , based on the the place name described in an old documents. The plotted map is available 
by internet. Also, in order to elucidate the  factors of sustainability, we visited nearly 200 
candidate Millennium Village in Kanto and Kansai, and we conducted detailed field survey for each 
different topographic environment. As a result, a regional evaluation list was proposed, which 
consists of 4 items: <environment> <regional management> <traffic> <village structure>,  and an 
authentication system,  which certifying that the area is sustainable,  was established and given to
 the public.

研究分野： 建築史
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１．研究開始当初の背景	
日本における歴史的集落・町並みの研究と保
存は充実し、関連する検討分野も多様化して
いる。しかし既往の諸制度における地区選定
の方法では、特に突出した固有性を持つ地域
が重視されることが不可避である。	
一方で何世紀にもわたり生活が営まれてきた
地域は日本全国に多数存在する。古文献『和
名類聚抄』（931-938	年）には、当時の全国
の郷名が約 4000 箇所列挙されている。これ
らの郷名は既往の地名学者によってすでに比
定地分析がなされていた。試しにこれら比定
結果の一部を地図上にプロットしてみると、
ほとんどの地域が、沖積層とその他のより古
い時代の地層との境界近くに立地する傾向が
見られた（図 1）。すなわち千年を越えて人
間が居住を続けてきた地域とは、稲作・畑作
を持続的に展開しうる、地質・地形上の優良
な特性を有する場所であり、それはまさに日
本の国土の土地利用と景観の基層をなすと考
えた。この地名比定のプロットによる持続的
地域の発見と地域維持に貢献する評価方法の
開発が〈千年村〉である。	

	
２．研究の目的	
本研究ではこの仮説を基本に、千年を単位と
して生産と生活が存続した地域を〈千年村〉
と名付け、	
（1）『和名類聚抄』の郷名比定地を〈千年
村〉候補地として網羅的にデータベース化
し、その分布及び立地特性を全国的視野で地
図上に可視化する	
（2）研究組織の所在する関東及び関西にお
いて候補地の現地調査を複数おこない、〈千
年村〉候補地の特性とその持続の要因を明ら
かにする	
（3）これらの研究分析に基づき、対象地域
の評価方法を開発し、今後の地域存続のため
の客観的な要因分析を提示することを目的と
した。	
３．研究の方法	
（1）〈千年村〉データベースの作成と公開	
『和名類聚抄』記載の郷名中、比定可能な地
域を〈千年村〉候補地とみなし、全国データ
ベースを完成させる。データベースは、地図
上にプロットして様々な情報を与えたGIS デ
ータベースとし、ウェブで公開する。このデ
ータベースによって実地調査地を決定する。	

（2）実地調査・〈千年村〉持続要因の解明	
研究拠点である関東・関西地域において、悉
皆調査と詳細調査の 2段階の調査を実施す
る。建築学、造園学、民俗学、景観工学の研
究者の連携により、総合的な分析をおこな
う。悉皆調査では、広域的な分布と立地の具
体的傾向、詳細調査では集落構造と持続性の
主要因を分析する。	
（3）〈千年村〉の評価と存続手法の提案	
各地域の存続に関する普遍的要因と個別的要
因を明らかにすることで、〈千年村〉を評価
し、その要因を元に地域の今後の存続手法を
提案する。さらに将来的にはそれら地域間の
交流の基点づくりをもめざす。	
４．研究成果	
（1）〈千年村〉マップの作成と公開	
〈千年村〉マップを作成しウェブ上で公開し
た（http://mille-vill.org/）。〈千年村〉
の立地特性を全国的に把握可能となった。	
①『和名類聚抄』の郷名が大字規模で比定さ
れる該当箇所（3986 件中 1977件）について
『角川日本地名大辞典』及び『日本歴史地名
大系』など複数の既往研究を照合し作成し
た。	
②作成したデータを空間上にプロットするた
めの経度、緯度情報を付記した。これらを
〈千年村〉候補地とし、デジタル地図上にプ
ロットし、かつ地形図や地質図、古地図、国
土基盤情報等を重ね合わせることでその立地
特性を把握可能な簡易 GIS として作成した。	
③作成したウェブサイトにおいて、閲覧者か
ら〈千年村〉に関する情報提供を可能にする
ためコメント欄を作成した。当ウェブサイト
は、コンピュータープログラマー・元永二朗
氏によって制作された。（以上26年度）	
④地図種類とプロット情報を追加。一般地
図、シームレス地質図、植生図などのほかに
土地利用図、川だけ地図を許諾のもと追加し
た。また近世初期文書『おもろさうし』と北
海道環境生活部アイヌ政策推進室によるアイ
ヌ地名分析を用いて『和名類聚抄』で欠落し
ていた沖縄地区、北海道地区を付加した。
（27年度）	
（2）実地調査・〈千年村〉持続要因の解明	
悉皆調査と詳細調査の二段階で行なった。	
①悉皆調査	
悉皆調査範囲は、〈千年村〉候補地が水系に
集中する傾向があることがプロットから判明
したため、関東研究拠点は主に利根川水系に
よる悉皆調査（群馬、茨城県）を、年度をま
たいで設定した。そのほか比較調査を相模川
水系、筑波山周囲で実施した。訪問した〈千
年村〉候補地においては事前に土地の特性を
土地利用図、地質図、迅速測図、航空写真に
よって把握し、現地においては居住地域、生
産地域、交通立地、景観特性を確認し、全て
の候補地において土地断面による利用特性を
記録した。年間で概ね 30から 40の悉皆的訪
問と調査を行なった。成果はすべて年度ごと
に各報告書を発行し関係機関に配布した。ま

図 1・〈千年村〉候補地立地と地質図（千葉県） 



た建築学会大会などにおいて関連発表を行っ
た（26、27、28 年度）。	
②詳細調査	
関東拠点における詳細調査は利根川水系に沿
って群馬県五料、小川島（山間地）、山名、
一宮（段丘地）、韮塚（低地）、茨城県麻生
（浦）という立地特性別で行なった（26、
27、28 年度）。初期には報告書にてまとめ
たが地域住民による地域のオーソライズを目
的として後述するワークショップ形式に展開
した。	
関西地域担当班は、YCAM（山口情報芸術セン
ター）と実施した山口市鋳銭司村和西地区の
調査成果に基づき YCAM にて「屋垂れの村─
山口市鋳銭司村和西地区における詳細調査報
告─」展を開催した（27年度）。奈良県桜
井市初瀬、三重県津市大里睦合町田井につい
て街並み評価や地域景観策定に関する調査を
行なった（28年度）。	
③居住者参加による地域特性把握のためのワ
ークショップとオーソライズ手法の開発	
詳細調査後半にあたっては、本申請の最終目
標である持続的地域一般の評価アセスメント
手法開発へむけて、詳細調査の成果を用い
て、地域の人々とともにワークショップを行
い、地域の特性をオーソライズする手法の構
築を試みた。各地域において、地域特性を表
したポスターやパンフレット形状の成果物を
ワークショップで作成し、成果は地元に配布
した（図 2）。この方法は地元に地域のアイ
デンティティを付与するのに大きく貢献し、
地元の複数の HPで掲載された。	

	
	
（3）〈千年村〉の評価と存続手法の提案	
①チェックリストの公開	
これまでの実地調査に基づき長期持続地域評
価のためのチェックリストを公開した。それ
は地域の前提となる《環境》、人的活動を示
す《地域経営》、そして調査途中においてそ
の重要性が認識された《交通》、それらの結
果形成される《集落構造》という 4つの評価
要素を基軸とするものである（図 3）。この
チェックリストの項目とそのリストの使用方
法が本研究の知的財産と成果である。チェッ
クリストを各地域が主体的に用い自己検証す
ることが可能である。	
②認証組織としての運営	

それらチェックリストを客観的に認証するた
めの活動を本研究組織が継続して運営するこ
ととした。その認証行為のプロセスはウエブ
サイトにて公開した。	

	
③全体総括としてのシンポジウムの開催	
本研究活動の集大成として二回のシンポジウ
ムを運営開催した。「地域の持続のかたちを
考える‐千年を生き続けた知恵を活かし、ふ
るさとの暮らしを未来につなげるために‐」
（7月）ではこれまでの千年村の評価手法開
発を中心に紹介し他の活動団体とのディスカ
ッションを行なった。「千年村はいかに可能
か」（11月）においては本研究組織にて認
証を行なった地域の当事者を呼び、今後の地
域経営のあり方を多角的に紹介した。いずれ
も二百名を超える一般参加者を得た。またこ
れらの活動内容がその後複数の媒体において
紹介された。社会的な反響は大きく、公的な
成果は http://mille-vill.org を通じて全て
公開している。	
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図 3・〈千年村〉研究による地域評価の 4 要素 
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